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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン／アルギニン（SR）に富むpre-mRNAスプライシング因子ファミリーの一員であり、スプライソソームの一部を構成し、RNA認識モチーフ（RRM）と他のタンパク質との結合に用いられるRSドメインを有しています。RSドメインはセリンおよびアルギニン残基を豊富に含み、異なるSRスプライシング因子間の相互作用を促進します。SRタンパク質はmRNAスプライシングに重要であるだけでなく、核からのmRNAの搬出や翻訳にも関与することが示されています。選択的スプライシングによって、多様な転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2016年2月],機能:構成的スプライシングにおいて役割を果たし、選択的スプライス部位の選択を調節することができる。,PTM:RSドメインのセリン残基が広範囲にリン酸化されている。,類似性:スプライシング因子SRファミリーに属する。,類似性:2つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット:SFRS4、SFRS5、SNRNAP70、SNRPA1、SRRM1、SRRM2とともにpre-mRNAスプライシング複合体に存在。,
	研究分野
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	SFRS5抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

